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微動探査法による関東平野の基盤構造調査

松岡達郎

１ 目的

関東平野は基盤岩の最深部が3,000ｍ～4,000ｍに推定さ

れている国内最大の堆積盆地である。この巨大な堆積平野

に全人口の30％以上が集中し、都市域の拡大に伴う地震災

害ポテンシャルの増加と地質地盤環境汚染の進行が懸念さ

れている。一方で、これら地震災害や環境汚染に密接に関

係する地下地質や地盤構造については、表層部分（深さ数

十ｍ程度）しか知られていない。

本研究は、大規模地震被害予測の高精度化、地下水汚

染の広域・深部浸透問題の解明に必要な表層付近から深部

基盤に至る堆積層全体の大局構造を、県平野部全域にわ

たって詳細に調べ、三次元的な地下構造モデルを構築しよ

うとするものである。

２ 方法

（１）調査計画

先新第三系基盤が露出する地域を除く県平野部を5kmメ

ッシュに分割し、原則としてメッシュ中心点直下の構造を推

定する（総数；約140地点。平成８年度からの実績；90地点）。

（２）調査・研究手法

①高感度小型地震計による長周期微動の円形群列観測

（半径100ｍ、300ｍ及び600ｍ級）により、観測場に到来する

表面波の位相速度を検出する。②遺伝アルゴリズムを用い

た観測位相速度の逆解析により観測場直下の一次元Ｓ波速

度構造を推定する。③各観測点の一次元Ｓ波速度構造を用

いて、対象地域の二次元・三次元構造を構築する。

３ 結果

平成14年度の調査地点（県北東部地域：12地点）につい

てＳ波速度構造を確定した。また、前年度に構築した逆解析

手法（事前情報に基づく制約条件付き遺伝的アルゴリズム）

を拡張し、有力な事前情報（既知構造）が利用できない地点

の構造推定への適用方法を検討した。この方法を前年度ま

でに実施した該当地点に適用し、図１に例示するような速度

層の連続性及び地質層序との整合性の高い二次元構造が

得られた。また、このうち下総、上総及び三浦層群に相当す

る速度層の基底深度分布（三次元構造）を図２のように作成

し、地質学的な成果と調和的であることを確認した。

図１ 二次元Ｓ波速度構造の推定例

図２ 三次元Ｓ波速度構造の推定例
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A: Shimosa Group (late Pleistocene)
B: Kazusa Group (late Pliocene to early Pleistocene)
C: Miura Group (Miocene to early Pliocene)
D: basement (pre-Tertiary)
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Exploration of Subsurface Structures down to Pre-Neogene Basement in the Kanto Plain using Microtremor Array Observations


